








要約:重症心身障害児、者とその保護者の現在の背景を明らかにし、心理的問題点につい

て検討を行なうため、長期入所中の重心児の保護者にアンケート調査を行った。1:入所中

の重心児およびその保護者は高齢化が進んでいる。2:重症な重心児が比較的多い。3:面会

回数と自宅からの所要時間は負関係があった。4:重心児の将来に関して不安をもっている

保護者が多かった。今後、心理面での援助の取り組みは重心児の重症化、高齢化、宿泊施

設の必要性などの考慮が必要であると思われた。


